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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 28,479 106.1 1,396 ― 1,385 ― 630 ―

22年３月期第１四半期 13,815 △61.3 △3,048 ― △2,962 ― △577 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 4 .09 ――――

22年３月期第１四半期 △3 .75 ――――

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 106,655 48,116 41.7 288 .82

22年３月期 105,096 48,551 42.9 292 .39

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 44,493百万円  22年３月期 45,043百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0 .00 ― 1 .50 1 .50

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 1 .50 ― 1 .50 3 .00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 55,000 86.8 1,800 ― 1,700 ― 800 ― 5 .19

通期 110,000 46.8 4,100 ― 4,000 ― 2,000 ― 12 .98

tajima_s
FASF会員証



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

※四半期レビュー手続きの実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

せん。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、

【添付資料】P.3「(3) 連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.3「２.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  (注)当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

  (注)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(注)「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸  

表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 156,556,683株 22年３月期 156,556,683株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 2,504,512株 22年３月期 2,504,349株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 154,052,264株 22年３月期１Ｑ 154,056,455株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

［特殊鋼鋼材事業］

［ばね事業］

［素形材事業］

［精密部品事業］

［機器装置事業］

［その他の事業］

経常利益は、国内販売増加の影響で、前年同期比７億１千４百万円増益の１億３千３百万円を計

円増収の30億１千４百万円となりました。経常利益は、売上増に加え、経費の節減効果等により、

△13.8％、２億２千６百万円減収の14億８百万円となりました。経常利益は、売上の減少と海外

９億円、経常利益は前年同期比25.5％、１千２百万円増益の５千９百万円となりました。

子会社への貸付金の為替差損により前年同期比７千２百万円減益の９千２百万円の損失となりま
した。

△18.0％、７千６百万円減益の３億４千９百万円となりました。

　流通及びサービス業等でありますが、売上高は前年同期比26.0％、１億８千６百万円増収の

増収の33億７千９百万円となりました。経常利益は為替差損の影響等により、前年同期比
売上高は、鉄構品が減少したものの、機械品の増加により、前年同期比3.2％、１億６百万円

  主要製品であるヒンジが国内携帯電話機向け需要の落ち込みの影響を受け売上高は前年同期比

12億８百万円増益の６億３千万円となりました。

  主要顧客の建設機械・トラック関連受注の大幅な回復により、売上高は前年同期比261.9％、
89億７千６百万円増収の124億４百万円となりました。経常利益は客先の受注回復に伴う売上増

  売上高は、国内・北米の需要回復及び中国での拡販効果による販売増、並びに北米合弁事業の
連結子会社化により、前年同期比172.9％、57億１千４百万円増収の90億２千万円となりました。

上しました。

  自動車・建設機械・ＯＡ機器の需要回復を受けて売上高は前年同期比37.3％、８億１千８百万

前年同期比４億９千８百万円増益の４億４千１百万円となりました。

の結果、前年同期比36億１千４百万円増益の５億１千８百万円となりました。

　このような状況下、当第１四半期連結会計期間の売上高は、特殊鋼鋼材事業を中心に主要事業

　当第１四半期連結会計期間(平成22年４月～６月)における当社グループを取りまく経営環境は、

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

部門の受注が増えたこと、並びにばね事業における北米拠点の連結子会社化により、前年同期比

業界の販売は順調に回復してまいりました。
アジアを中心とした新興国経済が堅調に推移し、当社の主要な需要先である建設機械・自動車

円と大幅な増益で13億８千５百万円となりました。また、当第１四半期純利益は、前年同期比

106.1％、146億６千４百万円増収の284億７千９百万円、経常利益は前年同期比43億４千７百万
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報
①資産、負債及び純資産の状況

預金）の増加、有形固定資産の減少、投資有価証券の減少等であります。

減少、流動負債「その他」の減少等であります。

評価差額金の減少等であります。

②キャッシュ・フローの状況

とおりであります。

となりました。

支出により、投資活動全体として２億６千１百万円の支出となりました。

なりました。

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

２．その他の情報

(1)重要な子会社の異動の概要

該当する事項はない。

(2)簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

積高を算定している。

②棚卸資産の評価方法

会計年度の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっている。

③固定資産の減価償却費の算定方法

して算定する方法によっている。

④経過勘定項目の算定方法
合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっている。

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著
しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結

  平成23年３月期の連結業績予想につきましては、平成22年５月７日に公表いたしました
連結業績予想に変更はありません。

当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は149億７千２百万円となり、前連結
会計年度末に比べ14億２千２百万円増加しました。各キャッシュ・フローの状況は次の

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益10億１千４百万円、
減価償却費９億７千１百万円、仕入債務の増加33億３千２百万円等の収入に対し売上債権
の増加28億２千３百万円等の支出により、営業活動全体として20億５千６百万円の収入

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得２億６千５百万円等の

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済１億１千４百万円、配当金
の支払２億３千１百万円等により、財務活動全体として３億２千３百万円の支出と

に比べ19億９千４百万円増加しました。主な要因は、仕入債務の増加、未払法人税等の

当第１四半期連結会計期間末の純資産は481億１千６百万円となり、前連結会計年度末
に比べ４億３千５百万円減少しました。主な要因は、利益剰余金の増加、その他有価証券

当第１四半期連結会計期間末の総資産は1,066億５千５百万円となり、前連結会計年度末
に比べ15億５千９百万円増加しました。主な要因は、売上債権の増加、有価証券（譲渡性

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は585億３千９百万円となり、前連結会計年度末
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⑤法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

ものに限定する方法によっている。

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっている。

る。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要

該当する事項はない。

　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は1,103百万円である。
　これにより、税金等調整前四半期純利益は34百万円減少している。

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要な

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等や
一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度にお

また、前連結会計年度末以降に経営環境等や一時差異等の発生状況に著しい変化が認
められた場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・
プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法により算出してい

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第
18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計
基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用している。
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,272 5,549

受取手形及び売掛金 22,961 20,310

有価証券 8,700 8,000

商品及び製品 6,389 5,844

仕掛品 4,406 4,840

原材料及び貯蔵品 3,073 3,283

その他 5,479 5,478

貸倒引当金 △72 △71

流動資産合計 57,210 53,236

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,889 12,146

機械装置及び運搬具（純額） 11,526 12,288

その他（純額） 8,929 8,872

有形固定資産合計 32,345 33,307

無形固定資産   

のれん 2,376 2,467

その他 195 210

無形固定資産合計 2,571 2,677

投資その他の資産   

投資有価証券 12,207 13,661

その他 2,361 2,253

貸倒引当金 △41 △39

投資その他の資産合計 14,527 15,874

固定資産合計 49,444 51,860

資産合計 106,655 105,096
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 22,400 19,129

短期借入金 9,099 9,131

未払法人税等 292 478

引当金 626 559

その他 4,974 6,432

流動負債合計 37,393 35,732

固定負債   

長期借入金 10,262 10,346

退職給付引当金 7,273 7,354

役員退職慰労引当金 118 125

負ののれん 242 251

その他 3,249 2,734

固定負債合計 21,146 20,812

負債合計 58,539 56,544

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,924 9,924

資本剰余金 3,605 3,605

利益剰余金 31,763 31,363

自己株式 △1,065 △1,065

株主資本合計 44,228 43,828

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,769 2,461

為替換算調整勘定 △1,503 △1,246

評価・換算差額等合計 265 1,215

少数株主持分 3,622 3,507

純資産合計 48,116 48,551

負債純資産合計 106,655 105,096
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 13,815 28,479

売上原価 14,990 24,540

売上総利益又は売上総損失（△） △1,174 3,939

販売費及び一般管理費 1,873 2,542

営業利益又は営業損失（△） △3,048 1,396

営業外収益   

受取利息 10 6

受取配当金 119 136

その他 372 85

営業外収益合計 502 228

営業外費用   

支払利息 78 94

為替差損 － 113

持分法による投資損失 317 －

その他 20 32

営業外費用合計 416 240

経常利益又は経常損失（△） △2,962 1,385

特別利益   

固定資産処分益 3,018 0

特別利益合計 3,018 0

特別損失   

固定資産処分損 1,150 0

投資有価証券評価損 3 322

ゴルフ会員権評価損 － 2

環境対策費 － 10

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 34

特別損失合計 1,153 370

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,097 1,014

法人税、住民税及び事業税 1,045 253

法人税等調整額 △1,501 △55

法人税等合計 △456 198

少数株主損益調整前四半期純利益 － 816

少数株主利益又は少数株主損失（△） △63 185

四半期純利益又は四半期純損失（△） △577 630
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△1,097 1,014

減価償却費 988 971

のれん償却額 2 91

負ののれん償却額 － △9

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15 3

受取利息及び受取配当金 △130 △143

支払利息 78 94

為替差損益（△は益） △2 △28

持分法による投資損益（△は益） 317 －

固定資産処分損益（△は益） △1,868 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 34

投資有価証券評価損益（△は益） 3 322

ゴルフ会員権評価損 － 2

環境対策費 － 10

売上債権の増減額（△は増加） 6,446 △2,823

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,345 △12

仕入債務の増減額（△は減少） △4,484 3,332

その他 851 △72

小計 2,467 2,787

利息及び配当金の受取額 124 113

利息の支払額 △83 △59

法人税等の支払額 △1,632 △785

営業活動によるキャッシュ・フロー 875 2,056

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △641 △265

有形固定資産の売却による収入 3,203 3

無形固定資産の取得による支出 △0 △0

長期前払費用の取得による支出 △0 －

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 － 0

貸付けによる支出 △5 △14

貸付金の回収による収入 24 13

その他 0 2

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,579 △261
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △300 －

長期借入れによる収入 3,500 －

長期借入金の返済による支出 △123 △114

自己株式の取得による支出 △0 △0

リース債務の返済による支出 △40 △48

セールアンドリースバックによる収入 － 72

配当金の支払額 △1 △231

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,033 △323

現金及び現金同等物に係る換算差額 65 △49

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,554 1,422

現金及び現金同等物の期首残高 7,378 13,549

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,932 14,972
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(4) 継続企業の前提に関する注記

　　該当する事項はない。

(5) セグメント情報

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会・経営会議が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものである。

　当社は製品別に事業部を設け、各事業部は、取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動

を展開している。

　したがって、当社は、事業部を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、｢特殊鋼鋼材事業｣、｢ばね事業｣、

「素形材事業｣、｢精密部品事業｣及び「機器装置事業」の５つを報告セグメントとしている。

各報告セグメントに属する主要な製品は次のとおりである。

棒鋼（構造用合金鋼・機械構造用炭素鋼・ばね鋼・工具鋼・非調質鋼・快削鋼・軸受鋼ほか）

板ばね、巻ばね、ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞ、ﾄｰｼｮﾝﾊﾞｰ、ｺｲﾙﾄﾞｳｴｰﾌﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

各種自動車部品・用品、ﾀｲﾔﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ、ﾀｲﾔﾁｪｰﾝ、ｼｭｰﾌﾟﾚｰﾄ用ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ

鋳鋼品、精密鋳造品、精密機械加工品、一般鍛造品、精密鍛造品

特殊合金素材及び同加工品、永久磁石、磁石応用部品、特殊合金粉末、同微粉末

精密ばね、各種ヒンジ製品、精密プレス品、樹脂成形品、プレス組立品、内蔵ｱﾝﾃﾅ

鍛圧機械、一般産業機械及びﾌﾟﾗﾝﾄ、鉄構品、環境機器、磁選機、搬送装置、計装機器、防振装置

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

その他 調整額

特殊鋼鋼材 ばね 素形材 精密部品 機器装置 (注 1) (注 2)

売上高

　　　外部顧客への売上高 11,384 9,020 2,954 1,365 3,379 521 28,626 (146) 28,479

　　　セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

　　　　　計 12,404 9,020 3,014 1,408 3,379 900 30,127 (1,647) 28,479

（注） 1.｢その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、流通及びサービス事業等を含んでいる。

2.売上高の調整額△146百万円は、決算期の異なる海外子会社の決算期間差調整額△117百万円及び内部取引の調整額

△29百万円である。

　セグメント利益又は損失（△）の調整額△25百万円は、各セグメントに配分していない全社損益予算差121百万円、

決算期の異なる海外子会社の決算期間差調整額△32百万円、のれん及び負ののれんの償却額△82百万円及び棚卸資産

未実現利益額等△31百万円である。

　全社損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び受取配当金である。

3.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当する事項はない。

42 － 378 (1,501)

（単位：百万円）

　セグメント利益又は損失(△)

1,019 － 60 1,501 －

合計
報告セグメント 四半期連結損益

計算書計上額
（注 3）

主　　要　　製　　品　　名　　等

機 器 装 置

素 形 材

精 密 部 品

報告セグメント

特 殊 鋼 鋼 材

（経常利益）
518 133

ば ね

1,410 △ 25 1,385441 △ 92 349 59
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（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、｢セグメント情報等の開示に関する会計基準｣（企業会計基準第17号 平成21年３月27日)

及び｢セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針｣（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日)を適用して

いる。

（参考情報）

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

前第１四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報の事業区分を、新セグメントに組替えると、以下のとおりである。

調整額

特殊鋼鋼材 ばね 素形材 精密部品 機器装置 (注)

売上高

　　　外部顧客への売上高 3,056 3,305 2,108 1,607 3,272 532 13,883 (68) 13,815

　　　セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

　　　　　計 3,428 3,305 2,196 1,634 3,272 714 14,551 (735) 13,815

（注） 決算期の異なる海外子会社の決算期間差調整額及び内部取引の調整額等である。

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

　　該当する事項はない。

－

　セグメント利益又は損失(△)

－ 182 667 (667)371 － 87 26

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

四半期連結損益
計算書計上額その他

（経常利益）
△ 3,095 △ 581 △ 56 317 △ 2,962△ 19 426 47 △ 3,279
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